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「大学病院人材養成機能強化事業（周産期医療に関わる専門的スタッフの養成）」
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なぜファミリーサポートか

職場全体への支援・環境改善
子どものいる女性への支援

→誰もが利用できる各種サービスの提供

地域とのつながり
大都市の大学病院

→地域の医療機関

発展性
個別対応やサービス内容の拡充

→ワークライフバランスの実現

地域からの信頼や地域の人材育成

→地域社会への貢献



今後の病院内での環境整備

将来につながる支援

• 健やかな子どもの成長

• ワークライフバランスの実現

具体的には・・

• 情報の一元化

• 個別対応の強化





チームファミサポ



ファミリーサポート アンケート

• 対象

東京女子医科大学 河田町地区

全職員 4545名

• 期間

2009.12.1～2010.1.8

• 回収数 2542通
• 有効回収率 55.7％



ファミリーサポート 希望サービス

図4　女子医大ファミリーサポート利用希望サービス（複数回答）
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ファミリーサポート 提供会員

図7　周囲の提供会員可能性
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図6　提供会員希望
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保育サービス講習会の様子

開校式 講義

講義 実地



保育サービス講習会の様子

救命救急実習 実地

ワークショップ

事例検討
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保育サービス講習会 受講者の感想

• 地域に密着している病院の医療従事者へのサポー
トは必要だと思います。安心して勤務できる体制を
整えることが安心して病院にかかれるとも思います
。女子大の良いところを医療に反映してもらうため
にも、子育てしながら勤め続けられる環境はすばら
しいと思います。

• お医者さん不足、また、過剰勤務の実態の中で、安
心して医療従事していただく為にも必要なことと思
います。

• 子育てをしながら仕事を継続する為の方のお役に
立ちたいと思う。この制度は素晴らしいと思う。



全体研修会 （公開講座）

新しい連携の形を持った社会作りを！

個々が少しずつ手を広げてできることを実行

→行政などの様々な子育て支援事業や制度を活用

→地域が緩やかにつながる



スキルアップ研修会（グループワーク）

平成23年2月9日
提供会員として活動するための

一般的な注意事項と守秘義務


